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桑名市少年少女発明クラブ事業運営業務委託仕様書 

 

１ 業務概要 

(1) 業 務 名 桑名市少年少女発明クラブ事業運営業務委託 

(2) 履行期間 契約締結日から令和８年３月 31日 

(3) 履行場所 桑名市内 

(4) 目 的 本業務は、桑名市内在住の小中学生を対象に、桑名市の次代を担う児童、

生徒に科学技術に関する興味、関心を追求する場を体得させることによ

り創造性豊かな人間形成を図ることを目的とした「桑名市少年少女発明

クラブ」の企画運営を委託するものである。 

 

２ 業務内容 

桑名市内在住の小中学生を対象に実施する桑名市少年少女発明クラブ事業の企画及び

運営、その他不随する以下の業務を実施する。 

 

(1) 「桑名市少年少女発明クラブ」の実施業務 

 ・下記の開催概要に応じて実施すること。 

＜実施期間＞ 

  契約締結日から令和８年３月 31 日 

＜対象受講者＞ 

 桑名市内の小学３年生～小学６年生 

＜定員＞ 

 24 名 

＜開催回数＞ 

 ７回程度（毎月１回程度） 

＜開催場所＞ 

 ヤマモリ体育館 会議室（桑名市中央町三丁目 38 番地） 

 

・教室内容は、児童が主体的に取り組み、創造力・発想力を発揮できる構成とし、「工

作」の枠にとどまらず、発明的な視点を取り入れた活動とすること。 

・参加者全員が最後まで制作に取り組めもの創りの良さを実感できるよう、難易度や進

行のバランスに配慮し、途中で脱落する児童が生じないよう留意すること。 

 

(2) 発明クラブ教室の実施にかかる講師陣の設置 

・初めてもの創りに挑戦する児童に対しても適切かつ親切な指導・支援ができる講師を

確保すること。 
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・講師は、発明や創造的ものづくりに関する知見・経験を有し、参加者全員に対して指

導ができる人物であること。 

・1 名以上の主担当講師と、必要に応じた補助スタッフを配置し、教室の運営体制を構

築すること。 

 

(3)  発明クラブ教室の実施にかかる開催場所の施設管理 

 ・教室会場（発注者側が確保する市内の開催場所）について、使用にあたっては施設を

丁寧に扱い、使用後は清掃・片付けを確実に行う等、開催の都度、受託者の責任にお

いて実施すること。 

 ・教室会場は公共施設であるため、制作物や備品等を保管することはできない。必要な

資材・教材は都度持ち込み、持ち帰る運用とすること。 

・使用上のトラブルや破損があった場合は速やかに発注者へ報告し、適切な対応をとる

こと。 

 
(4) 発明クラブ教室の実施にかかる材料等の調達 

・教室実施に必要な教材、資材、用具などは、すべて受託者の責任において準備・調達

すること。 

・経費の執行については、委託費の範囲内で適正かつ合理的に行うこと。 

・材料費、人件費、運営費等を含めた一括管理とすること。 

 

(5) 受講者の公募及び決定 

・教室開始前に、発明クラブの受講者を広く公募し、選定すること。 

・募集にあたっては、応募状況に偏りが出ないよう、配慮ある広報・募集方法を検討す

ること。 

・応募者の選考・決定にあたっては、公平性と透明性を確保し、必要に応じて発注者

と協議すること。 

 

(6) 受講者への開催連絡及び問合せ対応 

・教室日程や準備物、参加費（1 回あたり 1,000 円）などに関する案内を、保護者を含

めて適切に行うこと。 

・各回の開催の都度、参加者から参加費を徴収し、発注者が指定する方法に従って納付

すること。金銭の取り扱いにあたっては、適切かつ丁寧に対応すること。 

・保護者や受講者からの問合せには丁寧に対応し、参加に不安がないよう配慮するこ

と。 

・教室当日も含め、円滑な連絡体制を構築すること。 
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(7) 成果物の提出 

・各教室の実施状況について、記録写真や活動報告書などの成果物をとりまとめ、発注

者に提出すること。 

・年間終了後には、全体の活動報告としての成果物（報告書、記録写真、児童の作品の

一部等）をとりまとめて提出すること。 

・必要に応じて、報告内容は市の広報等で活用される可能性があるため、品質に留意す

ること。 

 

３ その他特記事項 

(1) 受託者は、本事業の履行に当たって個人情報を取り扱うときは、桑名市個人情報の

保護に関する条例等に基づき、その取扱いには十分注意し、漏洩、滅失又は毀損の防止

その他個人情報の保護に最大限の配慮をもって行うこと。 

(2) 受託者は、本事業の実施により知り得た情報が漏洩することの無いように、情報の

管理に万全の措置を講じること。また、受託者の責めに帰すべき情報流出等の事故に対

しては、受託者が責任を負うが、委託者に対しては速やかに報告すること。 

(3) 受託者は、業務の詳細について、当事務局担当者と十分な打合せを行い、業務の目

的を達成すること。 

(4) 本仕様と異なる事項または本仕様書に定めのない事項であっても、事業目的を達成

するために、よりよい手法、技法またはアイデア等があるときは、委託者に対して積極

的に提案すること。 

(5) 受託者は、本事業を一括して第三者に委託（再委託または再々委託を含む。）し、又

は請け負わせることはできない。ただし、本事業の一部について、予め委託者が認めた

場合はこの限りではない。 

(6) 受託者（再委託または再々委託により受託した者を含む。）は、本事業を通じて知り

得た情報を機密情報として扱い、契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはな

らない。また、本事業に関して知り得た情報の漏えい、滅失及び毀損の防止、その他適

正な管理のために必要な措置を講じなければならない。契約終了後もまた同様とする。 

(7) 本事業の実施により参加者が怪我等を負った場合は、当事務局担当者に速やかに報

告すること。 

(8) 天災その他やむを得ない事由により業務に変更等が生じた場合は、速やかに対応す

ること。 

(9) 本仕様に記載のない事項については、委託者と協議して決定する。 


